
新たなＩＣＴ機器の活用 

            校長 平田 英司 

 

 

   

 

                                  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

学校ニュース    おめでとうございます。 
・杉並区立小学校読書感想文コンクールにおいて ４年 福井梨乃さんの作品が特選となり、東京都読書感想文コンクールに、 

杉並区代表として出品されました。 

・学校支援本部おやじの会主催の第 20 回紙ヒコーキ大会が行われました。各優勝者は下記の通りです。 

 低学年滞空部門・自由部門 ３年   高学年滞空部門・自由部門 ５年  

 低学年規定部門 ３年        高学年規定部門 ６年  

・会長杯争奪ミニバスケットボール大会において、男子優勝、女子３位となりました。 

・STN 少年サッカー大会において、Ｂチームが優勝、Ａチームが３位となりました。 
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昨年の８月に、コンピュータ室のパソコンの入替に

際して、タブレットパソコンが４０台配備されまし

た。各教室には、プロジェクターとスクリーン、デジ

タル教科書が配備されており、授業でいつでも使用で

きる状況となっていますが、タブレットパソコンによ

って、授業での活用の範囲が広がります。保管場所は

コンピュータ室ですが、校内は無線 LAN でつながって

いるので、校舎内はもとより、体育館や校庭の一部で

も使用できます。タブレットパソコンには、様々なソ

フトウェアや教材が搭載されており、少しずつ利用が

始まっています。 

今回は使い方の一例をお伝えします。 

第１学年では、計算と漢字のドリル学習に「ミライ

シード」というソフトウェアを使い始めました。タブ

レットパソコンを一人一台用いて、計算問題や漢字の

書き取りを行います。問題に解答すると、すぐに採点

する機能があり、一人一人の課題や誤りに応じて、す

ぐに学び直しや、習熟の程度に応じた学習が、児童の

ペースに合わせてできます。児童は意欲的に取り組ん

でおり、今後も学習の習熟が図れるよう活用していく

予定です。 

 第４学年や第６学年では、体育の時間に動画再生

機能を用いています。第４学年では「マット運動」で、

第６学年では「走り高跳び」で、友達に撮影してもら

い、再生して自分の技を確認し、どこを改善すればよ

いか課題をもって取り組んでいます。 

 

第５学年の理科では、「ロイロノート」というソフ

トウェアを用いて、班ごとに実験結果の予想や実験結

果をタブレットパソコンに入力し、それぞれの予想や

結果を電子黒板に投影して、共有します。全体の予想

や結果が一目でわかり、また、その分類や整理も瞬時

にできます。このソフトウェアは理科だけでなく、

様々な教科で利用でき、また、データを保存しておけ

ば、次の時間の学習でも再生できる保存性にも優れて

います。 

こうしたソフトウェアや機能はあくまでも学習手

段であり、授業での学習効果を高めるためのツールで

すが、児童の学ぶ意欲や主体性を引き出す効果も期待

できます。今後、こうしたＩＣＴ機器の活用をさらに

推進して参ります。 



 

 

１月の生活指導「言葉やあいさつについて考えよう」 
 新しい年を迎え、みんなで久しぶりに会う学校では、「おはようございます！」「明けましておめでとうござ

います！」と、元気いっぱいの挨拶の声が聞こえます。 

１月は、桃一小の合言葉『４つのあ』―「あんぜん」「あいさつ」「ありがとう」「あつまり」の「あいさつ」

と「ありがとう」を意識して励みます。あわせて、挨拶標語づくりにも学校全体で取り組みます。学校公開時

に掲示しますので、是非ご覧ください。 

子どもたちが思い思いの言葉でまとめる標語は、「ご家庭でもこうやって教わっているのだろうな」と伺え

るようなものもあり、思わず顔がほころんだり感心したりします。挨拶について、挨拶の大切さや気持ちよさ

は、親から子へ、友から友へ、など皆が声を出して、心に響いて伝わっていくものなのかもしれません。 

学校では年間を通じて代表委員が中心となりあいさつ運動を行っています。３学期も、子供たちから自然と

あいさつが広がっていく環境づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

日本古来の伝統「書き初め」の練習を１２月から始めています。書き初めは、 

もともと正月二日の宮中行事として文字の上達を願って行われていました。元日の

朝早くに汲んだ「若水」を使って墨をすり、その年の恵方に向かって、おめでたい

意味の句や詩歌を書いたのが始まりだそうです。 

子供たちは、一年の意気込みを、力強く美しい文字で書こうと頑張っています。

１月には、各教室で清書したものを、教室前の廊下に展示します。今年度の展示期間は１６日(水)～２

６日(土)です。２６日(土)には学校公開が合わせて予定されていますので、皆様のご来校をお待ちして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２８日（水）、杉並公会堂で、連合音楽会が開

かれました。 

本校５年生は、「ぜんぶ」「おんがく」の２曲を合唱

しました。前者では、さくらももこさんが歌詞に込め

た思いを伝えられるように意識しました。後者では、

歌詞の意味に合わせて歌い方を工夫しました。練習の

成果を十分に発揮し、響きのある声で歌いあげました。

また、他校の演奏を聴くことでいろいろな刺激を受け、

満足顔で帰ってきました。 

 

歌歌声声のの響響いいたた  連連合合音音楽楽会会 

 

書き初め展 

日時：１月１６日(水)～２６日(土)  ※２６日(土)は学校公開  

場所：各教室前の廊下 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「町たんけん」 「桃一美術館」２年生 

２年生は、生活科の「わたしの町はっけん」の学習で、校区内にある４か所の公園を見学しまし

た。比較的広くて遊具のたくさんある桃井公園、狭くて遊具も少ない上荻第三児童遊園など、の公

園で、どのように遊ぶのがよいかを考えました。住宅地に囲まれた場所では静かに遊ぶことや、少

ない遊具は譲り合って使うことなどに気付き、楽しく遊ぶことができました。 

 初めての桃一美術館では、他の５学年の作品を鑑賞しました。他学年の素晴らしい作品を見て、

「どうやって作ったんだろう？」と想像を膨らませたり、「自分も作ってみたい！」と創作意欲を

搔き立てられたりしているようでした。また、広い会場に自分たちの作品が展示してあるのを見て

嬉しそうにしていました。子供たちは作る楽しみだけでなく、たくさんの人に鑑賞してもらえる楽

しさを味わうことができたようです。 

１台しかないから、交代で遊ぼうね！ 

自分の順番が来るまで、そばで待っておこうっと。 

周りにたくさん家があるから、 

騒がないように気を付けなくちゃ。 

かぶる部分は、紙を重ねて破れないようにするぞ。 

どのケーキも美味しそうに仕上がりました。 


